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受け継ごう 日本の食文化 
地域や家庭に伝わる行事食を知ってつくったり、食べたりしましょう。 

おせち料理 雑煮 七草がゆ 

 おせち料理は、もともと、

節日（季節のかわり目）に神

様に供えるものでした。今で

は、正月のみとなりました。

おせち料理には、それぞれ意

味があり、健康や長寿などの

願いが込められています。 

 雑煮は、もともと年神様に

供えたその土地の産物ともち

を煮たものでした。東日本は

おもに角もち、西日本はおも

に丸もちを入れます。すまし

汁仕立てやみそ仕立てなど、

さまざまです。 

 七草がゆは、１月７日の朝

に１年の健康を祈って食べま

す。春の七草とは、せり、な

ずな、ごぎょう、はこべら、

ほとけのざ、すずな（かぶ）、

すずしろ（だいこん）のこと

です。 


